









建 築 の 時 間 ・ 空 間 と
建 築 の 特 性 に つ い て
長 部 謙 吾
1.時間形 式 と空 間形 式
建築は人間が主 にはその内部空間を使用するために作るものであり,一 ケ処
にとどまってその全貌 を見ることは出来 ない。建築の各部分の存在を確めるた
めには,人 は移動 しなければならない。 こちら側でこの部分を確認 し,あ ちら
側へ行ってあの部分を確認する。人はその時,さ きほど確認 したあの部分は今
は目に入 らないけれども,こ ちら側でこの部分を見ている間も,確 に存在 して
いることを確信 している。あの部分もこの部分も,こ の一つの空間に於 て均 し
く存在していることを確信 しているわけである。あの空間的存在を経験 し,こ
の空聞的存在を経験 しうるのは対象が,夫 々具体的経験的な時間と空問に於て
与 えられたからであり,し かもその存在空間 と時間が夫々等質であるからであ
る。
個々別 々の場所の空間の等質性の確信のためには,そ れらの空聞の成立すべ
き根拠の同一性 がなければならぬ。この様 な個 々の経験的空間の根拠 となるも
のが先天的形式 としての空間であり,具体的経験的時間の根拠 となるべ きもの
が先天的形式 としての時間である。この様な時間や空間は吾々の経験 に先立 っ
て 「根底 に横 たわっているZumGrundeliegen」〔i)ものであり,経験 から導 き
出 しうるものではない。吾々はあらゆる対象 を空間や時間から取 り去 って存在
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しない状 態 を想像 す るこ とは出来 るが,何 等の空間 や時 間 が存在 しない とい う
状態 を想像す るこ とは出来 ない。それ故 にこの空 間や時間 は吾 々の経験 に先立
つ ところの先天的 な もの と考 えられ る(2)0即ち具体的 な 「もの」 があ る背景 と し
ての経験 的空 間の根拠 となってい るのが先天 的形式 と しての空間で ある。時間
につ いて も同様 に先天 的形式 としての時 間で ある。 人間の側 か ら云 うと時 間 ・
空 間の経験 が可能 で ある原理 としての能 力の場 で あ るともいいえよ う。一 つの
事象 は先天的形式 の下 に経験的形 式 を具 えるこ とに よ り,現 実の事象 とな り得
るので あるが,実 在や事象 は先天 的原理或 は形 式 の下 に主体 と客体 がふ れ合 う
ことによって成立 す るもので あり,そ の媒 介 をなす の が感性的直観で あ るか ら,
先天 的時間 ・空 間は感 性的直観 の形式 と しての時 間 と空 間で あるとい うこ とも
出来 る。 この先天 的直観形式 の下 にお ける経験 的形 式 において,吾 々は個 々の
対 象 を実在 と して,或 は事象 として経験 す るので あ る。 こ ・に現実の もの とし
ての時間 と空 間があ る。 この様 に同 じく時 間 ・空間 とい う語で表 わ されるもの
に二つの意味 があ る。一っ は先天的直観形 式 と して の時 間 ・空間で あ り,他 は
経験 的形 式 と してのそれで あ る。 この先天 的直観形式 としての時間 ・空 間 の故
に,個 々の経験的空 間の等質性 が保証 され るので あ る。向 う側で見 た 「あのも
の」 の経験 及 びあの ものの存在 の場 になってい る経験 的空 問 と,こ ちら側 にい
ま見てい る 「このもの」 の経験及 びこの ものの存在 の場 になって いる経験 的空
間が等質で あればこそ,空 間 の中に時 を同 じう して存在 す るとい う空 間並 存 が
可能 になるので ある。
シャス ラー(MaxSchasler)は芸術 の分類根拠 と してこの空 聞に対応 す る
「同時的 なるものDasSimultane」とこの時 間 に対応 す る 「継起 的な る もの
DasSuccessive」とい う二っの対立原理 を設 定す る。建 築物 全体 の把握 はあ
の部分 とこの部分 が継起 的 な衡 係 を含 みなが ら,し かも等 質的経験 的空 間 にあ
るもの として 「同時的 な るもの」即 ち空間並存 であ るこ とにより可能 となる。
この よ うにして空間的直観 が継 時的関係 を含 み うることは明 らかで あり,同 様
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に時間的直観 も同時的関係 を含みうるもので ある。
この様 な分類原理によってシャスラーは芸術 を二つの系列に分 ける。一つは
同時的直観 を第一次的性格 とし継時的直観 を第二次的性格 とする系列で絵画 ・
彫刻 ・建築が含まれ,他 は継時的直観を第一次的性格 とし同時的直観を第二次
的性格とす る系列で詩 ・身振術 ・音楽が含 まれる。 シャスラーの分類による第
一の系列たる空間並存に時聞的性格のあることは建築 に於て,更 には庭園や都
市などの建築環境に於ては本質的に重要 なことである。
2.仮 象 の時 間 ・空 間 と現 実の 時 間 ・空 間
先に一っの事象は先天的形式の下 に経験的形式を具えることにより現実の事
象たりうることを述べたが,先天的形式としての時間と空間は特 に空間並存に
於て特殊 な意味 をもつものではなく,均 しく存在一般に於て共通であり,根底
的である。それ故空間並存 に於て問題となりその個別的特殊性 を現 わすのは経
験的形式としての時間 と空間である。それは本来現実の時間 ・空間であるが,
これが人間の意識の下 に封 じ込 まれると仮象のものとなる。
現実のこの壁にかけられた一枚の絵は今という現実の時間に於て私 に観照さ
れるのであるが,し カ・しこの絵に画かれた山や川は決 して現実のものではない。
それは私が登 ることの出来る山でも,水 を掬す ることの出来る川で もない。そ
れは画面 に封 じ込められた山や川で ある。この作者の見た山や川はた しかに現
実の山や川であったであろう。 この作者がその山や川を彼の意識の下 に封 じ込
め,こ の画面 に固定 したのである。この山や川はもはや現実のものとはなりえ
ない仮象の空間に固定 された山や川である。又この山や川を照 らす朝の光は沖
天高く登ることのない太陽の光であり,進むことのない時間を表わしている。
即 ちこの画面 には仮象の空間と時間が封 じ込め られているとい うことが出来よ
う。決 して現実の ものではないいわば仮象の山や川,現 にあるのは画布 に盛 ら
れた絵具だけであるのだが,吾 々は山や川があるかのような気分でその美 しさ
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に魅せ られ るので ある。 そこにあるの は山や川 を表 わ してい るはずの絵具の形
で あ り,し かもそこに表 わされて い るはず の ものは,作 者 の見た美 なる山や川
で あ る。彼 が自分の見 た美 なる山 や川 を画 面 に封 じ込 め固定 したので あ る。吾
々がその絵 において経験 す るの は,正 にこの様 に封 じ込 め られ たところの彼 の
見 た美 なる山や川 なので ある。 コローの見た フォ ンテ ンブ ローの森 とそ こに踊
る妖精 は正 に仮象の時間 と空 間 に於 るもので ある。妖精 が踊 ることの出 来 るの
は仮 象の時間 と空間 に於 てのみで あ る。 コロー はフ ォンテ ンブローの森 を現 実
に 目に し,そ の美 しさに吾 を忘 れて魅 了せ られ,そ して そこに妖精 の踊 るの を
「見た」 ので あろ う。彼 の前 にあ る森 は確 に現実空 閲の実在で ある0彼 に見 ら
れた この森 は,彼 との関 係の 中に次 第 に現実性 を失 い,仮 象性 を帯 びっ ・,彼
が妖 精 を幻想 し,画 面に固定 した時 点 に於 て完全 に仮 象の空間 として成 立 した
ので ある。
この よ うに絵画 の空 間 は仮象 の空 間で あ り如何 に して も人 がその中へ は入 り
得 ない空 間で あ る。勿論 この絵 自体 は現実の空 間にあ る存在で あ り,画 面 に置
かれた絵 具 も現実 の もので あ るが,こ の絵 具で表 わ された森 は 「森 を表 わして
い るはずの もの」 に過 ぎない一種 の記号的象徴で あ る。河本敦夫博 士は 「リ ッ
プスは芸術作 品の中 に二 つの表現 的契機 を区別 してい る。即 ち美的 象徴 と美的
以 外の象徴類似 の もの とで あ る。 これ を そ れ ぞ れdieSymbolik及びdie
Symbolistikと名付 けて いるが,前 者は作品 に描 かれ る感性的 な形象 そのもの
に於 て,生 命的或 は精神 的 な無形 の意味 を直接顕 にす る働 きで あ る。本 質的 な
内容 が直接把握 され るよ うに感性 的形 象 を表現的 た ら しめ る作用 で ある。 この
作 用 を リップスは観 念的世 界(ideelleWelt)の質料 的 な担 い手た らしめ る,
或 は感 性的 な基体(SinnlichesSubstrat)たら しめる機能 と呼んでい る。 こ
れ に対 してdieSymbolistikと呼 んで いるものは,す べ て,記 号 的 な象徴 を
指 して いる。 それは形 象 において内容 を直接 に把握 させ るのでは な く,単 にそ
の把 握 を予想 し示 唆す る作用 で ある。 『ただ作 品が語 ってい るはず にす ぎない
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もの,芸 術家 が作品の 中に与 えず して心で思 い志 向(intendieren)しているも
の』(TheodorLipps:Astetik,】1.s.89ff。)凡て そ うしたもの を意 味 す るこ と
が,象 徴 類似 の記号的 なdieSymbolistikの作用で あ る。(3)Jと述 べてお られ る。
絵画 に於 る仮 象の空 間 は吾 々がその中へ 入 り得 ない空 間で あ り,「 その形象 が
表 わ してい るはずの もの」 とい う記 号的象徴 が可能 な空間で ある。従 って その
空 間は その中 で吾 々が対象一 絵 が表 わして いるはずの もの一 と行為 において関
り合 うことの 出来 ない空 間で あ るこ とが明 らかに なるので ある。
彫刻 は一 見現 実の空 間 にあるものの様 で あるが,や は り仮 象 の空 間の もので
あ る。 白い大理石 に刻 まれ た裸 婦 は 「裸婦 を表 わ してい るはず のもの」 に過 ぎ
ないか らで あ り,吾 々は行為 に於 て この像 と関 り合 うことは出来 ないか らで あ
る。
絵画 の空 問 が額縁 に枠付 けされ,平 面 に固定 された空 間で あるのに比 べ,彫
刻 の空 間は現実 の空 間 との と り合 いが不分明で あ るが,彫 刻の所属す る空 間 そ
の ものが現 実 のもので あるか仮象 の もので あるかは,彫 刻 その もの がその芸術
的側面 にお いて現実 か仮 象 かにか ・ってい る。再現的芸術 と しての彫刻 は絵 画
の それ と同 じく記号 的象徴 性 があ り,そ の意味で仮 象の もの とい うこ とが出来
る。非再現 的 な形 の彫 刻で も,そ れが単 に観 照 のための もので ある限 り,そ の
形 象 によって触発 され る吾 々の心意 は非現 実的で あ り,従 って仮象 の もの とい
い うるで あ ろ う。近 時,芸 術 の ジャ ンルが拡 大 され る傾 向 があ り,単 なる観 照
その もの より人 間の行為の参入 を求 め るもの もあって,現 実空 間 と仮象空 間の
分節 が明 らかで ないよ うにも見 える。 しか しこれは演劇 の場 合 の舞台 に於 る行
為 を考 え合せ てみ ると,や は り仮象 の もので ある ことが明確 にな るであ ろ う。
以上主 に絵 画 や彫刻 の空 間 にっ いて述 べた が,時 間 にっ いて は演劇 や映 画の場
合 を考察 す るこ とによ り,そ れ らの芸術 的側 面 に関 す る時間 が,仮 象 の もので
あるこ とを説 明 しうるであ ろ う。吾 々が仮 象の時 問 ・空 間 を体験 しうるの も,
先天 的直観形 式 としての時間 ・空 間 が根底 にあるか らで ある。 それ故,経 験 的
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形式 と しての時間 と空 間 には,現 実 の時 間 と空間及 び仮 象の時 問 と空間 とい う
等価値 の二 つの種類 の もの が考 えられ る。
次 に建 築の時 間 ・空 間 についての考察 を進 めねばな らない。建築 は先 ず人間
がその生活 に於 て使用 す るため に作 るもので あ り,そ こ には何 らかの目的 があ
る。 その 目的 を充す如 く作 り上 げられ るがその目的 はそれ 自体 で は建築 の具体
的 な形 を作 り出す条件 とはな り難い。 如何 にす ればその 目的 を充す こ とが出来
るかを考 え,そ の 目的 を分析 し細分 し,細 分化 された もの を,も う一度組 合せ,
積重 ねて行 くこ とによ り当初の 目的 が充 されるのであ る。例 えば雨 を防 ぐとい
う目的 を充す ため には屋根 が必要で あ り,そ れを支 えるため には柱 が必 要で あ
るとい うよ うな細分化 を要す るので あるが,こ の細 分化 は人間 がこれを使 用す
るとい う最終 の 目的 に即 して行 われ るので,ど うして も現実の空 間 に現 実の材
料 を組 立て るこ とが前提 になるので ある。 しか し乍 らこの前提の み によ って建
築空 間が現実空 間で ある とい うこ とは出来 ない。 とい うの は絵画 に して も彫 刻
に して も,そ の意味 で は現実 の空間 と材料 によ るもので あるか らであ る。
建 築は吾 々が 日常の実生活 に於 て使 用す るこ とが基 本的 目的 に なって いる。
吾 々の生活 は様 々 な場 面で様 々の道 具 を使用 す ることで構成 されてい るが,そ
れ らが一っの システ ム として一定 の秩序 の下 に働 いてい るもので あ る。私 が風
雨 を避 けるため に家の 中へ入 ろ うとす ると き,私 は 自分の体 を動 力・して門 を通
り玄関への通路 を歩 いて入 口の扉 を開 けなければ な らない。 その門は私 の通 る
ことの出来 るよ うな現実空 間 をもって いなければ な らない し,玄 関の扉 は私 が
それ を開 ける とい う私 の行為 に直接 に結 びつ き うる様 な物質的現 実性 をもって
い なけれ ばな らない。 これ らの門や扉 は 「門や扉 を表 わ して い るはずの もの」
で あ って はな らない。吾 々の生活 の システムの中で開 けた り閉 じた り出来 るこ
とが この扉 を現 実の もの としてい るので あ る。彫 刻 に飾 られた扉 は それ が建築
の部 分 と して働 いて い る限 りに於 て現実空 間 にあるもので あ り,若 しこれが と
りはず されて美術 館 に展観 された場 合 には現 実空 間 を離 れて仮象 の もの とな る
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ので ある。 それは吾々の生活 の システ ムか ら離 れ生 活の時間的 ・空 間的秩序 の
圏外 に出 たこ とによ るので あ る。
仮 象の空 間 と現 実の空間の違 いは,仮 象空間 が如何 にして も吾 々がその中 に
入 りえない空 間で,し か もこの中で は人間 が行為 によ って直接対象 と結 びっ き
え ない空 間で あ るに対 して,現 実空 間は吾 々が肉体 的 にその中 にあ らざるをえ
ない空 間で あ り,生 活 の シス テムの中で,吾 々を とりまく環 境の 中か ら自由 に
対象 を選 び,行 為 に於 て それ と結 びっ きうる様 な空 間であ るところにあ る。従
って仮象空 間で見 られ るSymbQlistikなものの存在 は現実空 間で は許 されず,
材料 は物 質その もの としてのみ見 られ る。建 築 が如何 に芸術 性 をもと うとも,
それが建 築の名で呼 ばれ る以上,吾 々が現 実 に使用す ることを根 本原理 として
いる。現実 に使用す る とは生活秩序 に従 って行為 に於 てそれ と関 ることで あり,
それ故 に建築 は吾 々と時 間 ・空 間 を共 に してい なければな らないので あ る。
吾 々は現実空 間 の中で様 々 な要求 を充す ための空 間 を作 り出すので あ るが,
その要求 には実生活の快 適 に対 す る要求 のほか に精神的 ・感性 的満足 に対 す る
要求 がある。 その よ うな要 求 に対 して建築 は空 間の雰囲気 を作 り上 げる ことに,
よって対応す ることが出来 る。人間 が建築空 間 と感性的 に関 り合 うところに表
象 が成立す るか ら,建 築空 間 自体 に表象性 があ り建築空 間 自体 を何 らかの心象
効 果 を目指 して作 り上 げ るこ とも出来 る し,そ れ に何 らかの意味 を附与す るこ
とも出来 る。 その よ うに作 り上 げ ることによって人間 を幻想 の世 界へ と導 き入
れ ることも出来 るので あ る。 この場 合 には建築空 聞の現実性 は次 第 に仮象 の様
相 を帯びて くる。 しか し幻 想の世 界の演出 が出来 るか らとい って,そ の空 間が
元々仮象のものと云 うことは出来ない。現実の空間を演出して彼象の世界を幻
想 させ うるこ と,こ れ も建築 の一っ の機 能で あ り力で あろ う。 こ ・には建 築 に
附随 す る彫 刻 や壁 画その他 の装飾 も参加 し,そ れ らの もつ仮 象の時 間性 ・空 間
性 が姿 を現 して くる。従 って建 築は現実の時間性 ・空間性 を第一 の拠 り所 とし,
仮象 の時 間性 ・空 間性 を第二 の拠 り所 と して成立 って いる とい うことも出来 よ
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うが,そ れ に して も建 築 が他 の芸術 と区別 され,そ の特性 を現 す根 本的 なこ と
は建 築 が現実 の時間 と空 間の ものであ るとい うことであ ろ う。
3.建 築 の 時 間 ・空 間 が現 実 の 時 間 ・空 間 で あ る
こ と よ り導 か れ る建 築 の 特 性
(1)記号性 一
吾 々が現 実 に生活 を営 んで行 くため には,自 分 をと りま く環境 の中よ り時 に
応 じて適確 に対象 を選 び,そ れ を生活 のシステ ムにと り入 れて利 用 して行 かね
ばな らぬ。認 識 と判断 と行為 を うま く行 うことによ り環 境 か ら身 を守 り又生活
を発展 させ ることが出来 るので ある。
時 に応 じて適確 な対象 を選 ぶた めには,そ の対象 が,そ れ とわか る形 を して
いなければ な らず,又 その形 を吾 々が知 ってい なければな らない。 その形 が何
かを表す記号で なければ ならないので あ る。即 ち建築の形 には記 号性 が ある と
云 える。現 実空 間で建築 を うま く使 うため には,意 識す ると否 とにか ・わ らず
形 を記号 と して とらえなければな らない。
記 号 には交通標識 の如 く単 なる社会 的 な約束事 として定 め られた もの,道 の
如 く通 りやす い形態 によ り自然 に示す もの があ り,或 はまた教 会の内部空 間 に
ステ ン ドグラス を透 って さし込 む光 が一層 聖 なる雰 囲気 を与 えて,そ れが祈 り
の場 で あるこ とを示 す ご とき,人 間の感性 的習性 にたよ るもの もある。 そ うな
ると記号は単 に表示 す るこ とで は なく表現す るこ とへ と深 まって くる。 この意
味 で建 築空 間に於 る記号 はまたそれ 自体 が象徴(dieSymbolik)として芸術 的
実体 の構成 に参 加 しうる もので あ る。階段 や柱,建 築の平面計画全体 や外観 の
屋根 の形 な ども記号的 な作用 をもって いる。 この様 な例 はどこにで も見 出せ る
し,建 築の鋼作 自体 が記 号的意味 をもつ実用物 の組 合せ による美的象徴 の形 成
を目指 した もの とも極言 で きるで あろ う。 ヴ ァチ カノのサ ンピエ トロ 大 聖 堂
(BasilicadiSanPietroinVaticano1626)の正 面階段 とその中央 に更 に
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張 り出 した階段付 斜路 は正面性 の強調 と実用性 の融合 したものであ る。 ローマ
のパ ンテ オ ン(PantheQninRoma125)は円形神殿Rotundaの正 面8柱 奥
行3柱 間の前玄 関のっ いたものであ り,方 形の前玄 関の屋 根 は切妻 とな って い
て,そ の後 方 に円形神殿 の ドームが見 える。円形 とい う無 方向 の平面 に正 面性
を与 えてい るの が,こ の列柱廊 と切妻妻 入の屋 根 で ある。 日本 の神社の 鳥居 も
参拝者 の歩 く方向 を規定 す る一つ の記 号で ある。神 社のデザ イ ンが観照 者 に対
して,そ れ を くぐって歩 き,神 殿 に近付 くことを求 めてい るので ある。
(2)空間並存 の時間 によ る統 一
絵画空間 の形 象の観照 は一視点で足 りるの に対 し,建 築空 間 にある形 象の全
貌 を把握す るの には多 くの視 点 を必要 とす る。 多 くの視点 とは体 自体 が場所 を
変 える視点 の移動 と,体 の移動 をともなわぬ視 線の移動 とが考 えられる。何 れ
も現 実の時間 の流 れの中 に行 われ るもので あ る。吾 々が現 実時 間の流 れ の中で
事象 を経験す る場 合,そ の経験 は連 続的で あって,そ れは吾 々の意識 の流 れ を
引 き起す。 この意識の流 れの中 に感覚的時 間 とも呼 ばれるべ き時問 があ るよ う
に考 え られ る。吾 々 は経験的形式 と しての現実 の時間 を背景 として,さ ま ざま
な対 象 と関連す るが,そ の場 合,背 景 にある時 間 は意識の流 れ に於 て感 覚的時
間 としての意味 を附与せ られ る。吾 々 は連 続せ る時間 に於 る経験 を現 実の時 間
の如何 にか ・わ らず,意 識 の流 れの長短,強 弱 と して感 じる。 この ように意識
の流 れの リズ ムを空 間並 存 の仕方 によ って意識 的 に作 り上 げる ことが出来 る。
これが空 間並 存 が時 間 によって統一 され ることの意味で ある。
一 茶室 は清浄 無垢 な仏界 を表 わ し,す べての俗 界の塵 を払 って,主 客共 に真 の
交 りをなす ところ とされて いる。外 の俗 界 よ りこの茶室 に到 るまで に,心 の塵
を払 って真 の人間性 に徹 しうるよ うな準備 をさせ るの が露地で ある。待 合 か ら
中門 を経 て飛 石づ たいに躙 ロへ向 う,こ の飛石 は最短 直線距 離 を選 ばず,途 中
樹 木や石組,燈 籠,手 水鉢 などを配 して,歩 くこ と,手 水 をつ か うこと などに
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よ り次第 に気 の かわるよ うにす る。時 間の 中に視覚 や触 覚や聴 覚 な どすべての
感覚で茶庭 を構 成す るもの と関 り合い なが ら,俗 界 を離 れ心の塵 を払 い うるよ
うに露路 を作 る。飛石 や中門は一 っの記号 と して人が そこを通 るこ とを要求す
る。 こ ・に茶庭 とい う空 間並 存が時間 によって統 一 されて いるのを見 るので あ
る。
時間や空 間は吾 々を とりまいて無 限の拡 が りをもって いる。 その中 におかれ
た対象 は吾 々の心意識Gemutを 触発14)affizierenするが,そ の仕 方 は無限 の
中 に置 かれ た有 限の もの と して,吾 々の心 意識 を限定す るので ある。対象 は時
聞 と空 間 に於て吾 々 に与 え られ,そ して時 間 と空 間は無 限の拡 が りをもつ けれ
ども,時 間や空 間 自体 は対象で はあ りえないで対象 の背景 にあるもの と して,
対 象 を無限の 中の有限 と して限定す るので ある。 この様 に対象 自体,無 限の中
に限定 され る有 限 と して本質的 な量的性格 をもってい る。
無 限の中 に置 かれ た有 限 としての量 をもっ対象 によ って,吾 々の心意識 が触
発 される時,そ こには必ず や量 の影響 が ないはず は ないで あろ う。量 に より心
意識の触発 の され方 が変 る ことは,美 や芸術 の場 合 には,吾 々 と対象 とのふ れ
合 いの 中に成立 す る生命 的事実 としての 「美」 の種類 を異 にす るこ とで ある。
美の種類 を異 にす るとい うことは,対 象 につ いて云 うな らば,対 象 の感性 的内
容即 ち質 を異 にす るこ とで ある。 こ ・に於て対 象の量 が質的 に吾 々 に働 きかけ
る,量 は質 的 に働 くとい うことが出来 よ う。量 が人間 と関連 して量 として意識
されるための一つ の媒介 は時間で ある。量 は多視 点 を必要 とし,多 視 点 は時 間
を必要 とす る。 「空 間並 存 を時間 によ り統一 す る」 こ とは質につ いて統 一す る
こ とで あり,時 間 に関連 ある量 によって 質 を統括す るこ とであ る。
崇 高美 の一っ の契機 と して量 の大 きな ことがある。 ゴ シック寺 院の尖塔 の高
さは,観 照の視線 を連続す る時 間に於 て上へ導 く,そ の時間の長 さは吾 々にそ
の塔 の高 さ即 ち量 の大 きさを意識 させ,ゴ シ ック特 有の感性 的 なもの を吾 々に
与 えるので あ る。小 規模 な寺院 と大規模 な寺院 の質 的 な雰囲気の違 いもあ きら
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か に見 られ るこ とで ある。
(3)風土性 と歴史性
先 にす べての実在 は先天的直観形式 としての時 間 と空 間の下 に,吾 々 に与 え
られ,更 に経 験的形式 をもつ ことによって始 めて実 在 として認め られるこ とを
述べ たが,現 実の実 在 はこの様 な原 理 に従 って,個 性 的 ・個 別 的 実体 と して
「ある」 もので ある。すべての実 在の 「あ る」 現 実 の空 間 は 自然現 象 的 空 間
で あ り,実 在 が個 性的 ・個別 的実体 と してあ る場 合 には,そ の ものの ある空 間
自体 も個性的 ・個 別的 な もの と して その背後 にあるもので なければ ならぬ。建
築 を含め ての様 々 な芸術 も同 じよ うに,個 性的 ・個 別的実体 として,こ の よ う
な個性 的 ・個別 的空 間の下 に制作 され観照 され る外 はない。 この個性 的 ・個別
的時間 と空聞 が歴 史 と風土 の根元 となるので あ る。
一 っの 自然現象 と して の温度 の低 さは,そ の中 にいる吾 々に とっては寒 さ と
して感 じられる。周 囲 を とり巻 く環境 の温度 の低 さを寒 さと して感 じた と き,
吾 々 と環 境 とは何 か特 別の関係 を生 じた ことに なる。環 境 は吾 々の外 に ある自
然現象 として の意味 の外 に,吾 々 をと り巻 き吾 々の感覚 に関係 あるもの と して
の意味 を持 ったこ とになるで あろ う。 それ が風土 と呼 ばれるもので ある。即 ち
風土 とは,あ る土地 の地形 ・地質 ・気候 など人 間生 活の環 境 と しての自然の こ
とで あ り,し かもその 自然 を単 なる自然現 象 と してでは な く,吾 々をと り巻い
て,吾 々の生 活 と深 い関連 の あるもの として と らえることで ある。 ある土地 の
気候 的 な温度 の低 さは,私 一人 が寒 さ として感 じるのでは なく,そ こにい る他
の人 々に も感 じ られる。即 ち私一人だ けで は な く吾 々一般 が感 じることの出来
る感覚的普遍性 があ り,そ の土地の気温 の低 さと して,更 には またその土地 は
「寒 いところ」 として認 め られ る。
この様 に,現 実空 間 の具体 的 な個 別性 は風土 と して,社 会 的普遍性 をもつ 自
然 と人間 との関係 と しての意味 を持 っ ことがわか る。即 ち環境 としての経験的
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空 間が具体 的 な形 をもってあ らわれ るところには,必 ず風土 があ るとい うこ と
が出来 るで あ ろ う。
次 に経験的時 間 はその中 に於 て吾々 が何事 か を経験 す る時 間で ある。 事実や
事象 は,あ る特 定の時 間 に於て起 るが,そ の特 定 の時 間 とい うもの は,そ の事
実や事象 を吾 々 が認 め ることに於て,そ の背後 にあ る具体 的 なもの と して吾々
に認 め られ る。 ある事 実や事象 は私一人 が認 め るのでは なくて,吾 々一般 が同
時 に認 め るもので あ り,そ こに吾 々は共通 の時間 を共 々 に経験 す るこ とを意識
す る。 自然時 間 は吾 々の存在 とは関係 な く無 限 の過去 と無 限の未来 をも って続
いて い るもので はあ るが,具 体的時間 と云 うものは,吾 々が何 らかの事 象 を経
験す るこ とに於 て,吾 々の意識 に関係 あ るもの としてその姿 を明確 にす る。吾
々が経験的時 間 を具体 的 に意識す るの は 「その 中で起 った こと」 を通 じてで あ
る。 「起 った こと」 の連 続性 を意識す るこ とはすで に歴 史的意識 で ある。即 ち,
吾 々がその中で生 きてい る時間 は,物 理的連 続 の時 間で あると共 に吾 々の歴 史
的意識 を可能 にす る時 間で もある。
歴史 とは事物の時 間的 な経過 が,人 間 の意識 の対 象 となって,何 等 かの意味
をもっ こ とで ある。意味 をもった時間 は個性 的で あ る。建 築 に於 て この個性 的
な時 間は,必 ず ある土 地 に於 る現実の時 間で あ り,個 としての建 築の定着 す る
土地 に於 て経 過す る時 間で ある。
人 間を中心 と した時 間 と空間の関 り合 いは風土 と歴史 の関係 を生 じ,そ の中
で成立 す る建 築 に時代 的 な地域的 な特性 を与 え るのであ る。
(4)建築 の価 値変換
建築 の もつ 価値 として は機能的価値 ・美 的価値 ・技術 史的価値 ・考古学 的価
値 ・建築史 的価値 ・財 物的価値 など多 くの もの が考 えられるが,こ れ らの諸価
値 は互 に関連 し合 ってい て時 と共 に一つ の価値 が他 の価値 へ と変換 した り,価
値 を失 って しま うこ ともある。建築の価値 自体 が生 き生 き した生命 をも って,
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或 は成長 し,或 は衰頽 して死滅す る生物 の如 き,と らえ にくい有機 的 な動 きを
して いる。
建築の本質 は有用性 に始 まって建 築美 に凝 集 して いる。従 つて建 築の本 質的
価値 は機能的価値 と美的価値 とが綜合 された もので あろ う。 有用性 は客観的合
目的性 で あ り,こ れが即物化 された もの が機能 で ある。
機能は時の流 れの中で次 第に その価値 を減 少 して行 く。機能 は人 間 と目的 と
作 られた もの との関連 の仕方 の中 にあるもので ある故 に,人 間の生活様 式 の変
化や年月や使 用 による 「もの」 の損傷 によって次第 にその価値 を減少 して行 く
のが常で ある。建 築の機能 が客観 的合 目的性 に基 づ くとはい うものの,生 活 目
的 に対 して客観的 合 目的性 が純粋 にあ りうるか とい うことにつ いては疑 念 を禁
じえない。生活 目的 には常 に人 間の肉体 と精神 の両方 が関 り合 ってい る。手 を
伸 して とるに便利 な位 置や生活 に便利 な所 要室 とその配置 などといって も,便
利 さは人間の主観 的判 断の要素 が多 く,こ ・に於 る客観的 目的 は主観 に裏づ け
された客観 で しか あ りえない とも考 えられ るか らで ある。又,建 築の使 用上の
機能 は人が その もの ・働 きを作 り出すので あ り,機 能は人 が使 うこ とによって
顕 在化 され るので ある。物 を人 が うまく使 うこ とによって,そ の物 に機能 を附
与 す るので あって人間の行為 に対 し充 全 に機能す るよ うな最高の一つ の形 式 な
どはあ りえない とも考 え られるか らであ る。 それは とも角,機 能 が時 間 と共 に
減衰 する ことは云 い うると考 え る。
美的価値 につ いて云 うな らば,美 的判 断の直接対 象た る形象 には現実 の時間
と共に次 第 に失 われ るもの と,っ け加 えられ るもの とが ある。前者 は腐朽 や損
傷 の如 く形 象 を破壊せ ん とす るものであ り,後 者 は,例 えば古色の如 く形 象の
変化 が美的価 値 に参加 す るもので あ る。 これ らを対 象 と して美的判断 を行 う主
体 た る人 間の美意識 は,こ れまた時間系列 に於 て歴史 的人間 と しての経験 をつ
け加 え,経 験 を蓄積 しなが ら常 に新 しい表面 を出 しつ っふ くれ上 り生成発展 を
っ ・"ける主体 に所属 してい る。
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即 ち常 に新 しい表面 を出 しっっ ふ くれ上 って行 く人間の主観 が,時 間 と共 に
次 第 に機能的価値 を失 いっっ変化 す る有用性 と,時 間 と共 に失 うもの とつ け加
えられ るもの とに作用 されなが ら変化 す る形 象 とを対 象 と して,論 理 的認 識判
断 と感性的美的判 断 とを とり行 うことになるので ある。 その故 に主観 と対象 と
の間 には固定 した静的 な関係 は見 られず,主 観 と対象の何 れ もが時 間系 に於て
流 れ動 くな うな動的 な関係 が見 られ るので あ る。
建物 の使 用上の機能的価値 は時代 と共 に消 え去 って行 くであろ うが,風 土 と
歴史 の中にっ け加 え られ るもの が,建 物 の物理 的 な損傷破壊 よ りも大 きいな ら
ば,そ の建物 の形象 は なお観 照 に値 し,美 の種 類 を変 え,価 値 の変換 を行 いな
が ら芸術的価値 をも ちっづ けるで あろ う。
吾 々が時 間 と共 に益 々輝 きを発 しうる歴史 的建築 を残 すため には,そ の材料
として,つ け加 え られ るもの が,失 われ るもの よ りも多い材料 と工法 を選 ばね
ばな らないので あ る。
(4)抽象 よ り感情 移入へ
建 築は人間 がその生 活 目的 を充す ため に作 る もので あ り,そ の構成 は物理 的
な手続 きによって なされ る。 こ ・には他 の具象 の再現 の必要 は全 くな く,目 的
達 成のた めの技術 によって独 自の形 が作 られるので ある。従 って建築 は具 象の
再 現で ないとい う点で極 めて抽象 的で ある。 しか しこの様 に作 られた もの は,
その もの としての呼 び名 をもっ具 象物 となる。例 えば屋根 ・柱 ・壁 な どは仮象
の空閲の記号 的象徴 として作 られ るので はな く,現 実の空 間 にた ・"人間の生活
目的 を充す ため に作 られた ものの呼 び名で あ るに過 ぎない。 この具象は人 が現
実の時間 と空 間で直接 に関 り合い をす るもので ある。 このよ うな関 り合 いをす
るものに対 して,人 は概 念 によって それが何 で あるかを知 る以上 に深 い心象 を
持つ であろ う。即 ちそ れをその もの と して規定す る概念 のほ かに何等 かの観念
をもつ ことにな る。 こ ・にそのものに対 す る感情移 入が見 られ るので あ る。
-39一
建 築は単純 に美術 用語 と して使 われ る所 謂 厂具象」 で ない,或 は再現 的で な
いとい う意昧 で抽象的で あ り,ス リオ(E.Souriau)の云 う外 界の事物 に依 存
す る形式(formaextrinseque)によ らず,形 式的意味以 外の意昧 をもたない
内存的形式(formaintrinseque)によるこ とで独 自の形 態 を現 わす もので あ
り外 界の もの の概 念 によっては判 断 しえない もので ある。即 ち建築 は建築概念
に従 って作 られた もので はな く建 築概 念構 成以 前の もの と して作 られ,そ の作
られた もの が建 築概 念 を構成す るので ある。
抽 象 には具象で ない とい う意味 と抽 き出す とい う本来的 な意味 とがあ る。抽
き出す とは構 成要 素か ら共通の ものを抽 き出 し概念化 す ることで あ り,概 念構
成作 用 としての意味 をも って いる。建築 は主 と して内部空 間 を利用す る ため に
物理的 な手続 きによ り組立 て られ るもので あ るか ら,自 然 その構 成 に於 て面や
線 が目立 ち,そ の意味で も抽象的形 象 を現 わす こともあ る。線 や面は 自然的存
在 か らそれ以 外の性格 を とり去 った抽象的概念 による可能的存在 であ る。可能
的存在 とい うのは,現 実 には存 在 しえないが概 念 と してのみ存在 しうるよ うな
存 在で ある。例 えば円 はそれ自体 として実在 しよ うとす ると,円 概念 を抽象す
る際 に捨 象 した もの をも う一度っ け加 えて 「円形 の もの」 と して姿 を現 わす ほ
かな く,そ れ は既 に厳 密 な意味 の円では あ りえない。即 ち円 とい う抽象 的実在
は存 在不可能 で あ るとい うことが出来 る。仮 象 の空 間 に於 て は 「たfそ れ が表
わ してい るはずの もの」 と しての記号的 な象徴性 があ り うるが,現 実空 間 に於
ては 「それが表 わ してい るはずの もの」 とい う記号的象徴性 一 象 徴 類 似die
Symbolistik一は あ りえない。 この よ うに現 実空 間 に於 ては抽 象はいっ まで も
抽象 として と どまることの 出来 ない性 格 をもってい る。 それ故建築 が如何 に抽
象形態 をとってい るにせ よ,そ こに見 られる面や線 は例 えば壁面 や軒 の線 とい
う現 実の もの であ る。
壁や屋根 がいか に抽象的 な形 をしてい よ うと,吾 々がそれを壁 と見,屋 根 と
見 る限 りに於 ては,吾 々 はそれが雨 を防 ぎ風 を防 ぐもの と して何等 ゐ・の感 情性
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をもち,特 にその土地 の風土 との関連 に於 て それ らの機能 についての評価 と無
関係 に観照 す ることは出来 ないで あろう。 この意味 で抽象的 に現 われた形 象 も
次第 に感情移 入性 を帯 びて くるので ある。入 口は実際 に人 を引 き入 れ るし,入
ロへ の階段 は人 を導 く,窓 は内外両空間 の相互 交流の場で あ る。真暗 の夜,明
々 とつ いた室 の あか りが,そ の中で営 まれてい る人聞の生活 を見 せ,道 に迷 っ
た旅 人 に生 きた心地 を与 えるの も窓で ある。
現 実の時間 ・空 間 にあって直接風土 に さらされる建物 は,そ れ な りの材料 の
汚れや変化 を受 け る。真 白な壁面 が汚れて出来 た形 は,自 然 が参入 した古色 と
して感情 移入 の要 素 ともなる。
感 情移入 は対 象の感覚的 表出に 自己を没入す ることで ある。対象の表情 を内
的模倣 す るこ とによって対 象の奥 にあ るもの に 自己 が同調す るこ とで あ り有機
的 ・生命的 とい うこ とが出来 る。 これ に対 し抽 象は無機的 ・非生命的で あ る。
真 白な壁 が無機 的で あ るの に対 して風土 と歴史 にさ らされて古色 を帯 びた壁 は,
自然 の参入 の故 に有機 的 とな り,歴 史の参入 の故 に生命的 とな るので あ る。
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